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☆このニュースを読んでくれること、その内容を身近な人に伝えて
くれることが 薬害根絶の大きな力になっています。

これって･･薬害防止にな～んか関係する?

○メマリー･･漫然投与の規制は現場まかせ
・専門委員会より、漫然投与予防の長期投与規制が提案されたが･･

結局．現場の理解の浸透に努めることをメーカーに注意喚起【審査報告書P85】

○リリカ･･オーストラリアの試験デザインのこと聞いてる？
・メイン試験であるオーストラリアの試験デザインでは、効果を問わず3ヶ月後休
薬し、不変で投与中止となっている【審査報告書P63】

○プラザキサ･･市販直後なのに厚労省安全性速報～
・ワーファリンと違って、納豆食べられる！煩わしい検査ない！･･に飛びついたが

・・「理解の浸透」に努めているメーカーさんの姿、行動 見かけないよ

・・このこと伝えていますか？ 伝わっていますか？

・・抗血栓薬の安全性とは何かｰﾜ-ﾌｧﾘﾝの安全性はINRという指標があったから

○テルビナフィン錠･･爪水虫の治療薬で劇症肝炎
・「爪水虫は治りました．でも副作用で死にました」 ってあり？

○オダイン･･メーカー学習会とその後の死亡報告
・学習会で・・「若干の肝機能値上昇があるかもしれません。でもグリチルリチンの

注射で問題なく解決します。」 と強調

○イレッサ･･

病気を宣伝して薬を売る＝Selling Sickness
松ケンのCMをはじめ、いろいろ思い当たることありませんか？

本当に必要な対応は定期的なモニタリングだった
＜初回投与時は頻回の検査を･･というフレーズには意味があった＞

承認前だから「正体」は見せられない、でも「夢」はいくらでも披露



大変だけど、大変だけど、思うこと･･

・せめて「審査報告書」は頑張って読もう！

・そして仲間と討議しよう。

・メーカーの学習会でわかった気にならないで！

＊わかり易いから勘違し易い。

・EBMという言葉に怯まないで！

＊文献を疑って読めばいい

＊EBMは後からしっかりついてくる。

・コミュニケーション能力不足は二の次

＊躊躇せず発信しよう

薬害を繰り返さない思いを強くもっていきたい

・これまでの薬害から多くの教訓を獲得

・その教訓は多くの犠牲を払って得られた

・その教訓(法・制度改定）は薬害防止の手順

・医療人はその「思い」を持った人でありたい

・「思い」を全ての医療活動の原動力にしたい

• 過去から繰り返されてきた薬害。そして被害に苦しむ人たちがいる。

• サリドマイドの頃から「夢の新薬」と言われてきた。

• 時代は変わっても、被害を生みだす構造は変わらず、むしろ狡猾な
手口になっている。変わらないのは苦しむ人たちがいること。

• 薬剤師だけではなく、全職種の人達や国民全体で薬を監視できるよ
うに。

• まずは事実を知ってもらいたい。

• ニュースを読んでもらう事、読んだ人が他の人に伝えても
らう事が大きな力になっていきます。

• これからも薬害について、みんなが考えられるように取り
組んでいきたいと思います。

まとめとして


